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Ⅱ言 語 系 統 と 文 化

崎  山     理*

1. は じめに

2・ A類 ・0類 の言語系統的意味

3. A類 への所見

4. 0類 へ の所 見

5.お わ りに

 1.は じ め に

 以下の分析 と記述は,中 間報告をふまえて薪たに検討,作 成された 「343要素 ・237

民族」樹状図にもとついておこななった。

 本稿は 「言語」についての分析ではあ るが,引 用 した民族名を,そ の民族の言語

(民族語)と よみかえて作業 している。(ただ し,地 名でとられている名称,た とえば

Aloreseは,そ れがインドネシア語派であることを文献で確認 した。)

 民族名を列挙するばあい,樹 状図の上から下という順序をとった。

 樹状図の最先端において枝別れした民族同士を末端群,順 次,上 位にあがるにした

がって 「前」末端群,「前前」末端群,「前前前」末端群;と 便宜的に呼ぶこととする。

また記述を簡単にするため・/に よって末端ないし前牢端で組み合わせをなす民族を

表わす。

 言語系統は,と くにことわりのないかぎり,こ れ も便宜 上,[VOEGEHN and

VOEG肌IN l977]に よった。ただ しこれに記載のないばあい,注 記 した参考文献に

従 った。

 比較言語学の用語では,語 族のなかの下位分類は語派,そ の下位分類は語群 と呼び,

また必要におうじて 「亜」を付する。諸語というのは,や や曖昧な用語であるが,語

派,語 群の位置付けが明瞭でない諸言語に,あ るいは地域的なまとまりをなしている

諸言語にたい して用いる。

ダイエン(Dyen,1・)や ワーム(Wurm, S.A.)の 語彙統計学的分類 による,比 較
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言 語 学的 で は な い用 語,phylum, stock, family, branchは,そ れ ぞ れ 「言 語 門 」,

「言 語 系 」,「言 語科 」,「言 語 群 」 また下 位 レベル に た い す るsub一 は 「亜 」 と訳 す る。

 ま た以 下 の記 述 は,樹 状 図 に 掲 げ られ たす べ て の 民族 に つ いて,そ の 言語 系 統 的 関

係 を網 羅 的 に検 討 した もの で はな い 。 な お,解 説 で は,言 語 の系 統 面 か らコ メ ン トす

る こと に徹 し,民 族 学 的解 釈 を あ え て加 え なか った。

2.A類 ・0類 の言語系統的意 味

 2群 に別 れ る巨大 群 は,大 林 に よ って東 南 ア ジ ア 巨大 群,オ セ ァ ニ ア 巨大 群 と命 名

され た。 本 報 告 で は,以 下 で,そ れ ぞ れ をA類,0類 と よぶ。 大 ざ っぱ に い つて,A

類 に は大 陸部,0類 に は 島填 部 の 言 語 が 含 ま れ る。 この わ か れ かた それ 自体 は,な ん

ら言 語 系 統 的 な もの で は な い。

 しか し,A類 に は チ ベ ッ トeビ ル マ語 派,カ ム=タ イ語 派,ミ ャオ��オ語 派,モ ン=

ク メー ル語 派,ヴ ェ トムオ ン語 派 の よ うな 大 陸系 の 語 族 の ほか,オ ー ス トロ ネ シ ァ語

族 の うち の イ ン ドネ シア語 派(ヘ スペ ロネ シア語 派 とい わ れ る こ と もあ るが,以 下 に

引 用 す る ダ イ エ ンの ヘ ス ペ ロネ シァの 概 念 とは 同 じで ない の で,混 同 を さ け るた め,

本 報 告 で は ヘ ス ペ ロ ネ シ ア とい う概 念 をダ イエ ンに限 定 して 用 い る)が 含 ま れ,0類

に は オ ース トロネ シア語族 の メ ラネ シア語 派 プ ポ リネ シア語 派(あ わ せ て オ セ ア ニ ァ

諸 語)の ほか,パ プ ァ諸語,オ ース トラ リア諸語,孤 立語 のAndamancseが 含 まれ

る,と い う顕 著 な傾 向 が認 あ られ る。

3.A類 へ の 所 見

 1) イ ン ドネ シア語 派 お よび 関 連 す る諸 問題

0類 のChamorro, Moken, Penan, Kubu, Aru, Babar, Wemale, Melanau,

Yami, Enggano, Palau, Mentaweianは イ ン ドネ シア 語 派, Senoi, Seman9,

Nicobareseは モ ン=ク メ ール語 派 に属 す る言語 で あ る。 これ らの 語 派 がA類 で な く

0類 に 見 出 さ れ る理 由 と して,い くつ か の 原 因 が考 え られ る。

 まず これ らの言 語 がか な り古 い層 に属 す る(歴 史 的 に よ り早 期 に 分 岐 した とい う こ

とを 意 味 す る)と い うこ と,そ して 各語 派 の周 縁 部 で使 用 され る とい うこ と,ま た 周

縁 部 に お いて 接 す る別 系 統 の 言 語 との 混 合 現象 が認 め られ る,と い う点 が 指 摘 で きそ

うで あ る。
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 i)Chamorro, Palauは ミク ロネ シア に お け る唯一 の イ ン ドネ シア語 派 系 言 語 に

属 す る。 ダ イ エ ンに よ る分 類 で は,そ の 位 置 が オ ース トロネ シア大 言語 門 マ ライ=

ポ リネ シア言 語 科 の なか の ヘ オ ネ シア亜 言 語 科(ほ ぼ オ セ ア ニ ア諸 語 に相 当),ヘ

ス ペ ロ ネ シア亜 言 語 科(台 湾 諸 語 とつ ぎ の モ ル ッカ諸 語 を 除 くイ ン ドネ シア語 派 に

相 当),モ ル ッカ 亜言 語 科 と,Chamorro, Palauが それ ぞれ 個別 に,対 等 の 位 置 に

た つ 点 が注 目され る。

 Chamorro, Palauに は イ ン ドネ シア語 派 の他 の 言語 に は み られ ない よ うな,基

層 語 か らの い ち じる しい影 響 が 認 め られ る[崎 山 1989]。

 ii)ダ イ エ ンはEngganoを オ ー ス トロネ シア 大 言 語 門 の なか で 孤 立 的位 置 を与

え られ る10の 地域 的言 語 グル ー プの 一 つ,イ ン ドネ シア に お け る孤 立 的言 語 と し,

またMentaweianも そ の可 能性 が あ る とみ なす 。 この 地 域(ス マ トラ島 と その 西

側 添 い の 島 じま)の 言 語 の孤 立性 に よ って,同 じ く孤 立 的 な言 語 的特 徴 を もつ 地域

 (台湾,ニ ュー ギニ ア ・メ ラネ シア)と と もに,ダ イ エ ンは,そ れ らを オ ー ス トネ

シア 民族 の故 里 で あ る と考 え る。 た だ し台湾 の諸 言 語 はA類 に見 出 され るか ら
,こ

の 特徴 に よ って,0類 に あ るた めの絶 対 的条 件 とす る こと はで きな い 。

 E皿99ano, Mentaweianの ほカ・Niasも,ス マ トラ島 西 側 に あ つて,そ れ ぞ れ が

孤 立 的 言 語 グル ー プ を形 成 す る[wURM �.11CI HATTORI l 981]。 した が って, A類

で はあ るが末 端 群のNias/Minangkabauと と もに,末 端 群 のYami/Engganoも

問 題 で あ る。

 iii)Yamiは,台 湾 亜 言 語 科 ない しオ ー ス トロネ シア大 言 語 門 の な かで 孤 立的 位

置 を 与 え られ る台 湾 の諸 言 語 に は通 常,ふ くめ られず,フ ィ リピ ン ・オ ー ス トロ ネ

シア語 族 の な かの バ シー諸 語 に 含 め られ る。

 iv)Mokenは,位 置 的 に は ビル マ の メル グ イ諸 島 に あ り最 西端 の マ レー 諸 語 の一

言 語 と して扱 わ れ る。 しか しそ の言 語 的特 徴 と して,オ ー ス トロ ア ジ ア語 族 か ら語

彙 その 他 に 強 い影響 が認 め られ る。

 この よ うに,辺 境 に お け るオ ー ス トロ ネ シ ア語族 で は,Mokenと 同 じ混 合 的 特

徴 がAcheh・Chamに も認 め られ る[CowAN I948;LEWIS l 960]。

 Mokenは,主 と して オ ース トラ リア原 住 民諸 語(Ungarinjinか らTiwiま で)

と前 前 前 末端 群 で別 れ るが,こ れ は言語 系 統 的 に は無 意 味 な現 象 で あ る。

 ま た この よ うな言語 的 特徴 か らい う と,Ai類 にあ る とは い え,末 端 群 のRe(萄ang/

AchehのAcheh,末 端 群 のSiamese/Khasiと 前 末 端 群 で 組 むChamも 問題 を残

す。
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 v)0類 で 末端 群,前 末 端群 で グル ー プ を なすAru, Babar, Wemalcは ヘ ス ペ ロ

ネ シ ア亜 言 語 科 に は含 まれ ず,さ きのChamorro, Palauと 同 じ くヘス ペ ロネ シァ

亜 言 語 科 か ら独 立 した モル ッカ亜言 語 科 に属 す る。 これ らの 言 語 も イ ン ドネ シァ語

派の 周 辺 部 に 位 置 し,パ プ ア諸語 と向か い合 って い る。 しか しAruと は亜言 語 群

 レベル で近 縁 のKeiがA類 でLoloと 末端 群 に な る よ うな 問題 が あ る。 以 上 の言

語 は東 寄 りの モ ル ッカ亜 言 語 科 で あ る。 い っぽ う,A類 で はAlorese, Kedang,

Sumbanese, Lio, Endeh, Manggaraiと い う西 よ りの モル ッカ亜 言 語 科 が,集 中

 的 に ま とま って い る。

 vi)0類 に お いてPenan, Kubuは,マ レ ー半 島 の古 層 民 で あ る モ ン=ク メ ール

語 派 の一 派Senoi/SemangとPenanは 前前 末端 群, Kubuは 前 末 端 群 で グル ー フ。

を 形 成 す る。 しか しPenan, Kubuは,前 者 は カ リマ ンタ ン島でMelanauな ど

 と レジ ャ ンﾘバ ラム諸語 を形 成 し,後 者 は ス マ トラ島 で マ レー語 の 一 方 言 と な る

[WuRMandHATToRI l981]な ど,イ ン ドネ シア語 派 的 に と くに 特異 な点 は な い 。

 しか るに,前 前前 末 端 群 でYamiか らMentaweianま で の 言語 とグ ル ー プを 作 る

Melanauは, Penanと の 距 離 が 非 常 に遠 い 点 が 問題 とな る。

  vii)0類 に見 出 され るSenoi, Semang, Nicobareseは,普 通,モ ンﾘク メ ール

 語 派 の 一 派 と して 分 類 され る もの の,オ ー ス トロ ァ ジ ァ語 族 の な か で は,前2者 は

 アス リア ン言 語 系,Nicobareseは ニ コバ ル 言 語 系 と して モ ン=ク メ ール言 語 系 か ら

はむ しろ独 立 的 に取 り扱 わ れ る[WuRM and HATToRI l981]。 この 場 合 もA類

 の 古 層 とみ な す べ きであ ろ うか。

 2) オ ー ス トロ ァ ジ ァ語 族 お よび 関連 す る諸 問 題

 0類 のSenoi, Semang, Nicobarese以 外 に, A類 の オ ー ス トロ ア ジ ア語 族 に は,

あ ま り分 布 上 の 個 性 が み られ な い。 しい て いえ ば,前 前 前 前末 端 群 の レベル で と った

Aloreseか らKatuま で の グル ー プの な かで,11言 語 の うちの4言 語(Mnong Gar,

Bahnar, Lamet, Katu)が モ ン=ク メー ル語 派 で あ る。 しか もAloreseか らKatuま

で の イ ン ドネ シ ア語 派 は,小 ス ンダ列 島に 限 定 され て い る点 を注 意 す べ きで あ ろ う。

しか しA類 のCambodianは, Mon/8urmescと 組 み,ま たVietnameseが これ ら

3言 語 と組 む な ど,こ れ ら諸 言 語 の グル ー ピン グに は,言 語 系 統 以 外 の要 素 が 強 くは

た らい て い る。

 3) イ ン ドネ シ ア語 派 ジ ャ ワ語 群 お よび 関 連 す る諸 問題

 語 彙 統 計 学 的 分 類 で は,ジ ャ ワ島,マ ドゥラ島,バ リ島,ロ ンボ ック 島を 中心 と し

た言語 間 の相 関関 係 は,ヘ ス ペ ロ ネ シア亜 言 語 科 西 イ ン ドネ シア諸 語 の なか の ジ ャ ワ
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・スマ トラ語 群(Javanese
, Sundanese, Madurese, Malayな どの ほか, Achehも

含 め るの はす で にの べ た よ うに 問題 で あ る,3-Liv参 照),バ リ語 群(Balinese),サ

サ ッ ク語 群(sasak)に わ かれ る。 しか しA類 に お け る分布 で は, Javanese, Balinese

が 末端 群 で 組 み,こ れ とSasakが 前 末端 群 で 組 む の は ま だ説 得 力 を もつ。 それ に もか

か わ らず,こ の3言 語 が さ らにTagalogと 前 前末 端 群 で 組 むの は問題 で あ る。 しか

し この グル ー プか ら,末 端 群 のTausug(!)/Sundanese,そ して この2言 語 と前 末端

群 で組 むMadurescの グル ー フ。に は遠 す ぎ るで あ ろ う。 Madureseは む しろMalay

に近 く・ ま たTausug/Sundanese/M記ureseと 前 前末 端 群 で 組 むTenggcreseは,

Javaneseの 方 言 と して む しろJavaneseと 近 くな らな け れば な らな い。

 4) A類 の不 整 合 ・整 合 な末 端 群 の組 み合 わせ

  i)A類 の 末 端 群 に お い て,言 語 系 統 的 に 問題 とな る組 み 合 わ せ は次 の とお り。地

 域 的 距 離 的 に 問題 と な る ものの ほか,系 統 的下 位 分類 的 に異 な る もの もあ る。()

 に言語 系統 を示 す。 無 印 は イ ン ドネ シア語 派,TBは チ ベ ッ ト=ビル マ 語 派, KT

 はカ ム・タ イ語 派,MYは ミャオ・ヤ オ語 派, MKは モ ン・クメ ール 語 派, VMは

 ヴ ェ トム オ ン語 派,WPは パ プ ア諸 語 西 パ プ ア言 語 門 を 表 わ す。

  Atayal/Kalinga, Nias/Minangkabau, Eastern Toradja/エakher(TB), Tha-

 do-Kuki(TB)/Dafla(TB),Banggai/Kelabit, Ifugao/Southern Tora(ija, Dusun/

Karen(TB), Kayan/Nya Hon(MK), Li(KT)/Angami Naga(TB), Wa

 (MK)/Kachin(TB),Kedang/Mnong Gar(MK),Orang-Abung/Bahnar(MK),

Manggarai!Katu(MK), Khmu(MK)/Tai(KT), Palaung(MK)/Shan(KT),

Muong(VM)/White Tai(KT)/Black Tai(KT), Toba Batak/Achang(TB),

 (TB), vietnamcse(vM)/cambodian(MK)/Mon(MK)/Burmese(TB),Jarai/

Nashi(TB), Negri sembilan Malay/湖 南Miao(MY), Pulang(MK)/Nu(TB)

/Lisu, Puyi(KT)/貴 州Miao(YM), Tai Yuan(KT)/Tagalo9, Keif Lolo(TB),

Madurese/Tausug/sundanese, Redjang/Acheh, Ivatan/Galela(wP), cham/

Siamese(KT)/Khasi(MK)な どが 認 め られ る。

  ii)以 上 の よ うな不 整合 な 組 み合 わ せ が あ るに もか か わ らず, 次 は 地域 的 に の み

 な らず,言 語 グル ー プ と して 系 統 的 な ま とま りを示 す 例 で あ る。

  上 か ら,台 湾 の諸 言語 と してPuyumaか らPaiwanま で の8語(Kalingaは 例

 外),フ ィ リ ピンの諸 言 語 と してBagoboか らTagbanuaま で の4言 語 とTinggian

 か らIfugaoま で の5言 語(Southern Tora(ijaはi外,た だ し こ の グル ー プ と

 前 の グル ー プ との 距 離 はか な り遠 い),カ リマ ンタ ンの 諸 言 語 と してDusunか ら
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Kayanま での4言 語(Karen, Nya Honは 例 外),ビ ル マの ナガ=ク キ=チ ン諸 語

と してRengma Nagaか らChinま で の7言 語(Apa Taniは 例 外),小 ス ンダ列

島の 諸 言 語 と してAloreseか らManggaraiま で の6言 語(Mnong Gar, Orang-

Abung, Bahnar, Lamet, Katuは 例 外),ミ ャ オ=ヤ オ諸 語 と してLaos Thai Yao

か ら四川Miaoま で の6言 語(Pai, Puyi, Kucongは 例 外),マ ダ ガ ス カ ル の諸 言

語 と してTsimihetyか らTanalaま で の6言 語,な ど。

 ま た ま と ま りを3言 語 まで と る と,そ の 数 は さ らに 増 え る。

4.0類 へ の 所 見

 以 上 に述 べ た諸 言 語 を 除 いて,0類 の 言 語 は,広 義 の オ セ ア ニ ア とい う概 念 に すべ

て 含 ま れ る 。 ま た諸 言語 の分 布 の 仕 方 に も,こ とに樹 状 図 の 上 位 に お いて 地域 的 な整

合 性 が み られ る。

 (1) ミク ロネ シア諸 語 の相 互 関係

 ミク ロネ シア地 域 の諸 言 語 と してYapeseか らUlithiま で が グル ー フ。を な し,こ と

にTrukか らUlithiま で は トラ ック諸 語 を構 成 す る。 これ らの トラ ック諸語 と分 岐

す るYapeseは,オ ー ス トロネ シア大 言 語 門の な かで 孤 立 的位 置 を与 え られ て い る こ

とか ら も,別 格 に な る理 由 が存 在 す る。 しか しYapeseと 同 じ く,孤 立 的 位 置 と な る

NauruがMajuroと 末 端 群 を 組 む。 ダ イ エ ンは,ト ラ ック諸 語, Majuro, Ponape

を ヘ オ ネ シ ア亜言 語 科 カ ロ リン言 語 群 に 含 め るが,む しろNauru, Maj uro, Ponape,

Gilbertに トラ ック諸 語 と 対 立 した 孤 立 的位 置 を与 え る分 類[BENDER l971]が 妥

当性 を もつ 。 そ れ に も か か わ らず,PonapeはSouthern Cookと 末 端 群 を な し,

GilbertはTuarnotuと 末 端 群 を な す点 が 問題 で あ る。

 (2) ポ リネ シア語 派 の 相互 関係

 続 く二 つ の グ ル ー プ(Anutaか らGilbertま で の グル ー プ とTongarevaか ら

Ponapeま で の グル ー プ)の な か に, Tonga, OntongJava, Uveaを 除 くポ リネ シ

ア語 派 の 言 語 が 完 全 に お さ ま る。

 ダ イ エ ン に よ る ヘオ ネ シア亜 言語 科 ポ リネ シア言 語 群 は,東 部,西 部,Maori,

Nukuoro, Kapingamarangiの5群 に わ け ら れ る が ・ 東 部 ζ は, Hawaiiか ら

Tuamotu, Tongareva, Rakahanga, Mangareva, Austral, Marquesas, Society,

Easter, Southern Cookま で,西 部 と は, Anutaか ちNiue, Futuna・Samoa・

Tikopia, Tokelau, Rennellま で の よ う に,ほ ぼ2グ ル ー プ に 別 れ た 状 態 で,一 致
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を 示 す 。 しか し後 の グル ー プのPukapuka, Elliccは,ダ イ エ ンの東 部 に はは い ら

ず,Maoriは ダ イ エ ンで は 独 立扱 い され る点 が異 な る。 また 西 部 に 含 め られ るべ き

Tongaは,大 き くはず れてViti Levuと 末 端 群 で 組 む とい う問 題 もあ る 。 同 じ く西

部 に 含 め られ る べ きOntong Java, Uveaが,そ れ ぞ れ,大 き くはず れ てNicobarese,

Andamaneseと 末端 群 を 作 って い るの も問題 で あ る。

 Kapingamarang墲ﾍ,前 前末 端 群 でHawaii, Tuamotu, Gilbertと 結 ば れて い る

が,外 郭 ポ リネ シア語 の,Hawaiiと の この よ うな ス トレー トな分 岐 は意 味 を な さ な

い。 原 ポ リネ シア語 の 位 置 と して は,西 部 ポ リネ シア地 域 が比 定 され るか らで あ る

[PAwLEY and GREEN l973]。

 RennellはSanta Cruzと 末 端 群 を な す が, Santa Cruzは,東 パ プ ア言語 門 リー

フ諸 島 ・サ ンタ クル ス亜言 語 門 レベ ル言 語 科 に属 す る か ら[WURM 1982],こ の 組 み

合 わせ も聞題 で あ る。

 (3) パ プ ァ諸 語 の 相 互 関 係

 さ らに続 くSeltamanか らYimarま で のi群(前 群)と, Lau(Malaita)か ら

Tonga, Bainingか らRossel Islanders, Sulkaか らLesuま での 三 つの 小 群 く中群)

を とび越 えて,Kimamか らChamorroま で の群(後 群)に パ プ ァ諸 語 が 集 中す る。

と くに前 群 は,パ プ ァ諸 語 で 占 め られ るa

 しか し末 端 群 の 個 々の 組 み 合 わせ に は,ワ ー ムの語 彙 統 計 学 的 分類 と,一 致 しない

例 も多 い。

 前 群 で は,Seltaman, Faiwolmin, Baktamanが す べ て トラ ンス ニ ュー ギ ニ ア言

語 門 中央=南 部 ニ ュー ギ ニ ア言語 系 オ ク言 語 科 に属 す る点 は よい と して,Nimoは 孤

立 的 な小 言 語 門 の 一 つ,ア ライ(レ フ トメ イ)言 語 門 レベ ル 言語 科 に,Iwamは セ ピ

ックﾘラ ム言 語 門 セ ピ ック 亜 言 語 門 セ ピ ック 河上 流 言 語 系 に属 す る。 そ して む しろ

Iwamに 近 い は ずの,セ ピ ック=ラ ム 言 語 門 セ ピ ック亜言 語 門 セ ピ ック河 中 流言 語 系

Kwoma, Abelam, Iatmulの3語 は ま とま って はい る が, Iwamか らは大 き くはず

れ て 後 群 に見 出 され る。

 前 群 で一 致 す るの は,ト ラ ンス ニ ュー ギ ニ ア言語 門 トラ ンス フ ライ=イ ェル メ ックニ

マ ク レウ亜 言 語 門 レベ ル 超言 語 系 に すべ て 属 す る・Gidra, Keraki, Kiwai,ト ラ ンス

ニ ュー ギニ ア言 語 門 中央=南 部 ニ ュ ー ギ ニ ア言 語 系 ア スマ ッ ト ・カ モ ロ言語 科 に 属 す

るMimika, Asmatで あ る。

 前 群 で 一致 しな いの は,ト ッ リチ ェ ッ リ言 語 門 マ リンベル グ言 語 系 レベ ル言 語 科 の

Bunaと トラ ンスニ ュー ギ ニ ア言 語 門 エ レマ亜 言 語 門 レベ ル言 語 系 のPurari,ト ラ ン
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スニ ュー ギ ニ ア 言 語 門 ビナ ンデ レ言 語 系 のOrokaivaと トラ ンス ニ ュ ーギ ニ ア 言語

門 フ ィニ ス タ ールﾘフ オ ン言 語 系 のWatutで あ る。

 後 群 で は,Siane, Engaが と も に トラ ンス ニ ュー ギ ニア 言語 門東 部 ニ ュ ーギ ニ ァ 高

地 言 語 系 を 構成 す る が,ト ラ ンス ニ ュ ー ギニ ア言 語 門 ダ ニ=ク ェル バ 言 語系 と前 末 端

群 で 組 む とい う問題 点 が あ る。

 中群 のBaining, Sulkaは と もに 東 パ プ ア言 語 門 ニ ュー ブ リテ ン言 語 系 を構 成 す る

が,た が いに 近縁 で あ るに もか か わ らず,グ ル ープ 同士 が離 れ て い る ほか,そ れ ぞれ,

メ ラネ シア語 派 のOwa Raha/Ulawa, Lakalaiと 末 端 群 を な す。

 後 群 で も,ト ラ ンス ニ ュー ギ ニ ア言 語 門 コロ ボ ム亜 言 語 門 レベ ル言 語 科 のKimam

(Kimaghama),ト ラ ンス ニ ュー ギ ニ ア 言 語 門 ウ ィ ッセル 湖 群 ケ マ ン ドガ 言 語 系

Kapaukuは,そ れ ぞ れ,メ ラネ シア語 派 のMa】ekula/Tolai, Kwaio/Baegu/Lau

(Malaita)と 末 端 群 に な る。

 ま た 上記 の 前 群,中 群,後 群 か らはは ず れて 単 発 的 に,ト ラ ンス ニ ュ ーギ ニ ア言 語

門 北 部 亜言 語 門 レベ ル超 言 語 系 のTor,ト ラ ンスニ ュー ギ ニ ア言 語 門 セ ンタ ニ言 語 系

のsentaniが,そ れ ぞれ,メ ラネ シア語 派 のDobu/Motu, waropenと 末端 群 を作

る。

 (4) メ ラネ シァ語 派 の相 互 関係

 パ プ ア 諸語 の説 明 で 用 い た 「中群」 以 下 に,メ ラネ シア語 派の 言 語 が 出現 す る が,

そ のあ いだ に は,他 の諸 言語 を混 入 させ,分 布 上 は一 様 性 を みせ な い。 また 地 域 的 に

も,末 端 群 ない し前末 端 群 でLau(Fiji)/Pentecost, New caledonia/Kaoka(Guadal-

canal)/Trobriand/Rossel Islanders, Wogeo/Lesu, Malekula/Tolai, Banks/Kilenge,

Dobu/Motuの よ うに,ま とま らな い例 が 多 い。 この よ うな 分布 は,メ ラネ シア語 派

の 言 語 的 多 様性 と も関連 す るで あ ろ う。

 (5) オ ー ス トラ リア諸 語 の 相 互 関 係

 オ ース トラ リアの諸 言 語 は,Ungarinjinか らTiwiま で6言 語 が ま とま った グル

ー プを 形成 す るが ,Mabuiagは そ れ か らはず れ,ト ラ ンス ニ ュ ー ギニ ア言 語 門 トラ

ンス フ ライ=イ ェル メ ックﾘマ ク レ ウ亜 言 語 門 レベ ル超 言 語 系 へ の 帰 属 が 推 定 さ れ る

Miriamと 末 端群 を 形 成 す る。 これ は,両 者 の あ い だ に,言 語 連 合(linguistic links)

が 存 在 す る可 能 性 が示 唆 さ れ て い る[WURM l982]こ と と も 関係 が あろ う。
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5.お わ り に

 (1) 2巨 大 群 か ら出発 して, 各 群 に は,言 語 系 統 的 関連 性 が大 筋 で は認 め られ る

こ と,

 (2) そ れ に もか かわ らず,文 化 要 素 の な かで 言 語 系 統 は,歴 史 性 が か な りよ く維

持 され る こ と(た とえ ば,A類 のVietnamese JCambodian JMon JBurmese, cham/

Siamese/Khasiな どの 末 端 群 に は,三 つ の異 な る言 語 系 統 が見 出 され る),

 (3)言 語 的 に古 層 を な す もの,混 合 的 特徴 を示 す もの は,分 布 上 で い ち じる し く

散 らば る傾 向 が あ る こ と(た とえ ば,' ,eの オ ース トロァ ジ ア語 族,0類 の パ プ ァ

諸 語,メ ラネ シ ア語 派),

 (4) 入 力 され た デ ー タの 質 に よ って,グ ル ー ピング にば らつ きが現 われ る こ と(0

群 の最 下 部Ontong Javaか らNauruま で が も っと も系 統 だ って い ない),

な ど の点 が 分析 結 果 と して あ き らか に な った。
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